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令和６・７年度 鹿沼市家庭教育学級 共通テーマ

『 子どもの基本的な生活習慣の育成と

自分で考え行動できる力を育む家庭のあり方 』

「主体性」と「自主性」の違い…

「主体性」とは、自分の意思や判断によって「今自分が何をするべきか」を考えられる性質

「自主性」は「すでに決められていることに対して能動的に動く力」

👉 主体性は、何をするべきか決められていない状態から自分で考える力であり、

自主性とは異なります。

👉 主体性が高い子どもは想像力や創造性に富んでおり、自らの立場や役割を

自覚したうえで思考や行動に落とし込めることが特徴です。

今年度から家庭教育学級共通テーマが新しくなりました。

今、国の教育施策では「自立した人間として、主体的に判断し、多様な人々と協

働しながら新たな価値を創造する人材の育成」が重要とされています。家庭でも意

識して取り組めるよう、共通テーマに「主体性：自分で考え行動できる力」を設定

しました。

なぜ「自分で考え行動できる力」が必要とされているのか、どのように子供たち

を導いていったらよいのかについて、今回の「はぐくみ」で取り上げます。

今の世の中は… 世界は今、予測不可能な時代に突入しています。幸福な人生のためには、

キャリア形成や将来のビジョンを自分で考えて行動することが求められてい

ます。自分で考えて行動する力を持つ人は、社会やキャリアの不確実性が

高い現代においても、自分らしく人生を歩めるといわれています。

子ども時代から… 子ども時代から自分で考えて行動する力を養うことで、大学や社会で

も主体的に学習・思考する力が引き出され、人生の選択肢が広がりやすく、

幅広いキャリアプランの中から納得感のある選択ができるでしょう。

「主体性」を持つ人の特徴…

〇周りに流されず、自分の意見を発信できる

〇行動力があり、チャレンジ精神が強い

〇知的好奇心や学習意欲が強い

〇責任感があり、自分で進んで物事に着手する
鹿沼市HP 「家庭教育」

ご覧ください…



　
　

1 日時 令和 ６年 ７月 ６日(土)

午後１時１５分～午後３時３０分

2 場所 かぬまケーブルテレビホール（大ホール）

3 講師 (株)感性ﾘｻｰﾁ 黒川伊保子 氏

4 演題 ※調整中

※各家庭教育学級毎に参加募集を行います。

家庭教育オピニオンリーダーとは、子供のしつけや発
育、家族の在り方など、家庭教育の指導者として研修を受け

た子育てに関するリーダーです。

家庭教育支援学習プログラムとは、家庭の教育力向
上を図るために、親同士が交流しながら、家庭教育に必要な

知識やスキルなどを学ぶ学習のことです。研修で は、その

プログラムを効果的に活用できる指導者を養成します。

家庭教育支援プログラム指導者研

本市では、先輩オピニオンリーダーの方々が｢せせらぎ会」を組織し、活

動しています。

「せせらぎ会」は、家庭教育学級のリード役として助言や指導を行ったり、

鹿沼市家庭教育振興会の事業である講演会や子育てゼミナールの企

画・運営を行ったりしています。

本市でも、小学校の就学時健診時などに、このプログラム（名称：親学

習プログラム）を活用しています。毎年、このプログラムの参加者からは、

「受講してとても良かった」との感想をたくさんいただいております。

この研修の修了者の方には、オピニオンリーダーの方々と一緒に、親学

習プログラムを実施していただいております。ぜひ、この研修を受けてい

ただき、一緒に活動しませんか？

■ 右記のWebサイト「とちぎレインボーネット」

に詳細が掲載されています。御確認ください。

■ 申込み・問合せ先：鹿沼市教育委員会・生涯学習課
［℡ 63-3498     Fax  63-8325］

■ 申込み締切り：５月１7日（金）

① 子ども自身に思考・選択させる機会を増やす

子どもの主体性を育むためには、子ども自身に思考・選択させる機会を増やしましょう。

「はい」か「いいえ」のみで答えられるクローズドクエスチョンをなるべく避け、適切な返答

を自分で考えるオープンクエスチョンをするとよいでしょう。

「今日の夜ごはんは何食べたい？」や「日曜日に行きたいところはある？」などのような、

子ども自身が思考する必要のある声かけがよいでしょう。

② 子どものチャレンジを見守り、ポジティブにサポートする

主体性が発揮されるタイミングは、子どもが好きなことや得意なことに没頭している瞬

間だそうです。知的好奇心や闘争心などはモチベーションに直結するため、お子さんが

満足するまで可能な限り挑戦させてあげるとよいでしょう。

③ 答えが用意されていない「クリエイティブな遊び」を取り入れる

たとえば絵画・砂遊び・積み木・工作などは、自らゴールを考えて取り組む遊びです。

想像力や創造性が求められる遊びでは、子どもが自分の「らしさ」と対峙しながら主体

性を発揮できるようです。 参加者を募集

しています！

家庭教育オピニオンリーダー研修

令和５年度「子育て交流のつどい」

回 期日・曜日 会場
1 ６月２０日（木） 総合教育センター・ZOOM
2 ７月１０日（水） 総合教育センター
3 ７月２３日（火） 総合教育センター
4 ８月２１日（水） 総合教育センター
5 ９月３日（火） 総合教育センター

※研修時間　１０：００～１５：３０

回 期日・曜日 会場
1 ６月２０日（木） 総合教育センター・ZOOM
2 ７月１８日（木） 総合教育センター

3
７月１９日（金）～
１０月２９日（火）

総合教育センター

4 ９月１１日（水） 総合教育センター
5 １０月３日（木） 総合教育センター
6 １０月３０日（水） 総合教育センター

※研修時間　１０：００～１５：0０

～子育て関する講演会を開催します ～


